
政治に翻弄される日本の教育 
～教科書問題・道徳の教科化を踏まえて～ 

日   時 ：２０１６年４月２１日（木） 

         １８時開会（１７時３０分開場） 

場   所 ：仙台弁護士会館 ４階大会議室 

講   師 ：小幡佳緒里弁護士 

ゲスト発言：中森孜郎宮城教育大学  名誉教授        

参  加  費 ：無料（事前申込不要） 

 

主催 仙台弁護士会 
お問合わせ先： 仙台弁護士会 
      TEL 022-223-1001 
        仙台市青葉区一番町２丁目９−１８ 

お気軽にご参加ください！ 

  今、日本の教育は、「教育改革」の名のもとで、道徳の教科化・教科書内容への
規制強化など、政治権力により、次々と積極的な干渉を受けています。 
 この実情は、政治に翻弄され続けた戦前・戦時中の日本の教育体制と酷似してい
るように見えます。 
 今シリーズの４回目は、戦前・戦時中の日本の教育の歴史を踏まえながら、現政
権下での教育問題、そして安全保障法制や憲法改正問題との関係などについて、お
話しします。 
 ゲストとして、宮城教育大学中森孜郎名誉教授から御自身の実体験（軍国少年と
して教育され予科練に入隊して桜の花のように潔く死のうと考えていたのだそうで
す）とともに教育の政治介入への危険性等についてお話いただくことも予定してお
りますので、皆様、是非ご参加ください。 

憲法違反の安全保障法制の強行採決 
    忘れない・忘れさせない 

弁護士による憲法連続市民講座 ２０１６ 


